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身体動作の重畳表示による動画上での疑似ライブ感共有システム 

 

 

 

なし 

 

 

 

今日の動画共有サイトでは、様々な場所で開催されるイベントを好きな場所・好き

な時間に鑑賞できる。またコメント機能を用いて非同期にコミュニケーションをとれる

環境も構築されている。 

しかし、アーティストや DJ などのライブイベントにおいて、観客が体を動かしたり声

かけをするいわゆる「ノリ」は、一体感を高めるとともに参加の実感を与える醍醐味と
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もいえるものである。それにも関わらず、これらの情報を非同期メディアで共有するよ

うな提案はこれまでなされていない。 

そこで私は、動画の前に立つ観客の動きや歓声などを配信映像に重畳し、ライブイ

ベントの「ノリ」を非同期メディアで共有できるシステム「身体動作の重畳表示による動

画上での疑似ライブ感共有システム」を開発する。 

本テーマでは、動画の新しいコミュニケーションシステムとして、動画の観客が体を

動かし、その動きを可視化した情報を、異なる時間・空間から同一動画時間軸上に非

同期に重畳するシステムを開発する。提案システムによって新たなメディアを構築し、

観客自身が擬似ライブ感を得られるようにすることが目的である。 

また、動画上でコメントを介したコミュニケーションがとれるニコニコ動画は、日本で

開発された。最近になって英語版が公開され、多くの人に利用されている先駆的なシ

ステムである。しかし、言葉の壁があり、日本語版と英語版との間でつながることは難

しい。提案システムでは、観客の動きや歓声などというノンバーバルコミュニケーショ

ンを使用するので、言葉の壁を超えることができ、国境を超えることができる。英語版

の開発も行い、Web サービスとして全世界に公開する。ニコニコ動画の発展、そして

国際化が進みつつある昨今、このシステムは好意的に受け止められ、世界的に普及

するのは早いと期待している。 

 

 

 

本テーマを採択した理由は以下の 2点である。 

本提案のクリエータ吉田有花さんは、本応募以前においても「うろおぼ絵 17」や「モ

バスゴ！」などの実用化されているモバイル機器むけのエンターテイメントソフトを企

画／開発を行なったり、様々なウェブサイトの構築を行なった実績を持っている。パイ

ロットシステムや試作システムではなく、一般に利用可能なレベルの品質に仕上げる

開発を行なっており、ここまでクリエータとしての実績を高く評価できる。 

提案システム（サービス）の「身体動作の重畳表示による動画上での疑似ライブ感

共有システム」は、所属研究室における研究と一体化した取組みで、そのアイデアに

関しては既に学会発表などもこなしている。システムのアイデアはいまだ荒削りな部

分はあるものの、机上の空論ではなく、自分の利用者感覚から発想されたと考えられ、

地に足のついた企画として評価できる。未踏事業期間中に、更にアイデアを膨らまし

つつも、一般の人が使えるレベルの高い完成度のシステムを開発することが期待さ

れる。 
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動画の前に立つ観客の動きや歓声などを配信映像に重畳し、ライブイベントの「ノ

リ」を非同期メディアで共有できるシステム「身体動作の重畳表示による動画上での

疑似ライブ感共有システム」を開発する。 

本プロジェクトでは、動画の新しいコミュニケーションシステムとして、動画の観客が

体を動かし、その動きを可視化した情報を、異なる時間・空間から同一動画時間軸上

に非同期に重畳するシステムを開発する。提案システムによって新たなメディアを構

築し、観客自身が擬似ライブ感を得られるようにすることが開発目標である。 

 

 

 

 

開発結果としては、本プロジェクトの目的とする、身体動作の重畳表示による動画

上での疑似ライブ感共有システムを、一般の人にも使ってもらえるようなシステムに

するため、多くの人が持っているであろう、“Web ブラウザ”と“Web カメラ”の 2 つをベ

ースとしたシステム開発を行ない、次世代のニコニコ動画となるような、動画閲覧サー

ビスの実装を行なった。 

Web カメラによるノリの検出を行ない、Web ブラウザ上でノリの可視化を行ない、デ

ータベースサーバとの連携により、ノリの重畳表示を行なった。 

 

 

 

 

プロジェクト当初のアイデアは、悪くはなかったと思っているが、最終的に開発され

たものは、口頭によるお題目の割には、インパクトの低いものとなっていた。これは、

吉田さんのプログラミングの実装能力に依存する部分も大きいと思われ、そういう意

味では、ある程度 PM としての私の期待には応えたが、秀逸な成果であったとはいえ

なかった。 

 

 

 

今回の未踏事業では動かすことを最優先し、利用者インタフェースなどの凝った部

分は後回しにしていたとのことであるので、今後は、利用者インタフェースなどを十分

に充実させることが望まれる。 
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